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Raspberry Piを用いた電子工学実習の検討 

工学府 航空宇宙工学専攻 金城 寛 

1. はじめに 

航空宇宙工学専攻では，実験装置製作時の電子デバイス設計製作を

担当する，電子室がある．電子室では，毎年5月から7月までの期間，

学部4年生と大学院生の希望者を対象とした自主講座「電子工学入門」

を開催している．電気工学，電子工学，情報工学の講義と実習を行う

が，専攻外の分野である電子工学，情報工学の内容を短期間で学習す

るのは難しい．そこで，基本的なコンピュータ科学の教育促進を目的

として作られた，シングルボードコンピュータRaspberry Pi(図 1)を使

って，実習をメインに講義を行い，学生の興味，関心を引きながら学

習してもらうことで，効果的な講義を行う事を検討する． 

 

2. 本年度までの電子工学入門の問題点 

電子工学入門は表 1の内容である．本学科の学生は電

気工学や電子工学は専攻外であるので，基礎内容を広く

教えているが，あまり関心がある様子はない．特に問題

なのはマイコンの実習である．パソコンと通信をしてマ

イコンを操作し，センサー等のデータを取得，または装

置を操作する技術を身に着ける事を目的として実習をす

るが，プログラミングのスキルが必要であり，個人のレ

ベルに依存される．また短時間でC言語を基礎から学び，

マイコンのプログラムに応用させることは難しく，あま

り学習効果は期待できない．このマイコン実習に

Raspberry Piを使用することで，学生が興味，関心を持っ

てこの講座を受講してもらえるのではと考えている． 

 

3. Raspberry Piの実習内容の検討 

Raspberry PiはSDメモリカードからOSを起動しなければいけないため，その導入，初期設定から始める．基

本的なLinuxのコマンドを練習し，ネットワーク設定，パソコンからSSHでのリモート操作や，リモートデスク

トップ接続を学習する．また応用でDLNAサーバーやNASの構築を行う．名刺サイズのパソコンに，自分自身

でファイルサーバーを構築させていくことで学生の関心を持たせ，ネットワーク設定の基礎も学習させることが

できる．Raspberry PiはGPIOポートがついており，シェル上から入出力

の制御ができ，I2C通信によりさまざまなセンサーやAD変換器を接続

できる．その設定方法も，現在はライブラリやユーティリティが充実し

て使いやすく，H8マイコンのプログラミングよりも容易である．これを

応用し，図 2のように，GPIOでモーターを制御し，スマートフォンか

ら操作する方法を学習し，Webカメラを搭載してWi-Fi環境下で操作可

能な動画中継ラジコンカーを製作することを目標とする．学生の興味，

関心が低く，学習効果が低い電気工学，電子工学の講習内容を少し減ら

し，Raspberry Piの応用実習に費やして学習効果を高めていきたい．最近

ではRaspberry Piの書籍や関連Webサイトが充実しているので，講座終

了後は，その他の応用方法を学生自身で調査し，活用してほしいと思う． 

表 1  2013年度講座内容 

 

 

図 2 Raspberry PiのWi-Fiラジコン
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